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平成24年度  決算を認定実質公債費比率　16.0％
公債費による財政負担の程度を示す数値
平成23年度対比　0.5ポイント減

経常収支比率　90.0％
財政の硬直度を示す数値

平成23年度対比　0.2ポイント増

平成24年度主要事業
総　務　費

□嶺南連携事業
　（有害鳥獣処理加工整備の施設整備設計と道路整備）	6,840万円
□コミュニティバス購入事業
　（常神・三方線のバス2台購入）	 3,789万円

民　生　費
□施設補助事業
　（特別養護老人ホーム松寿苑の移転改築補助）	1億4,885万円

農林水産業費
□鳥獣被害防止（柵設置）事業	 1,391万円
□鳥獣対策事業
　（焼却負担）	 3,370万円
　（捕獲報償費）	 2,999万円
□おいしい福井米づくり事業
　（上中カントリーエレベーター改修）	4,228万円

商　工　費
□企業誘致促進事業（補助金）	 1億円
□観光宿泊施設管理事業
　（水月花リニューアル等）	 2,119万円

土　木　費
□除雪対策事業（除雪トラック1台購入）	1,710万円

教　育　費
□安全安心な学校づくり事業
　（小学校施設耐震リフレッシュ設計）	1,559万円

歳　　入
自主財源　30.4％
依存財源　69.6％

住民一人当たり約66万円、世帯当たり約212万円

一般会計歳出総額 106億9,948万円

支出は？わたしたちの税金は
　　どう使われたのか？

特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出 特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 18億4,705万円 18億2,763万円 農業集落排水処理事業 4億2,337万円 4億1,537万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億7291万円 1億7,287万円 漁業集落排水処理事業 3,292万円 3,289万円

直 営 診 療 所 7,440万円 6,679万円 公 共 下 水 道 事 業 5億9,065万円 5億7,457万円

介 護 保 険 16億5,263万円 16億1,698万円 町 営 住 宅 等 1億4,527万円 1億4,395万円

簡 易 水 道 事 業 2億5,365万円 2億2,712万円 土 地 開 発 事 業 9,523万円 9,365万円

農業者労働災害共済事業 172万円 154万円

企
　
業
　
会
　
計

会　計　名 区　分 収　入 支　出 差　引

水 道 事 業
収益的 1億5,387万円 1億3,570万円 1,817万円

資本的 3,649万円 1億4,750万円 △1億1,101万円

工業用水道事業
収益的 3,114万円 2,281万円 833万円

資本的 891万円 1,208万円 △317万円

上中病院事業
収益的 7億31万円 6億9,892万円 139万円

資本的 237万円 2,769万円 △2,532万円

特別会計

  

主
な
質
疑
事
項

問	

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
、
捕
獲
報
償
費
。
個
人
で
檻
に
掛
か
り

処
理
施
設
に
持
ち
込
ん
だ
場
合
も
対
象
に
な
る
の
か
。

答	

鹿
の
場
合
、
報
償
費
に
つ
い
て
は
捕
獲
費
と
止
め
刺
し
の
行

為
二
つ
で
報
償
費
を
組
み
立
て
て
い
る
。
捕
獲
に
６
０
０
０

円
、
止
め
刺
し
に
６
０
０
０
円
、
出
動
費
に
５
０
０
０
円
を

支
払
っ
て
い
る
。
止
め
刺
し
は
有
資
格
者
、
捕
獲
は
依
頼
し

て
い
る
区
、猟
友
会
の
有
資
格
者
に
支
払
っ
て
い
る
。

問	

三
十
三
団
地
は
、
か
な
り
前
か
ら
空
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
促
進
を
し
て
い
る
の
か
。

答	

町
独
自
の
企
業
誘
致
は
難
し
い
。
県
と
一
緒
に
な
っ
て
企
業

誘
致
を
し
て
い
る
。

問	

介
護
認
定
審
査
会
費
、
こ
の
明
細
は
。
ま
た
非
常
勤
職
員
報

酬
の｢

非
常
勤
職
員｣

の
身
分
は
。

答	

現
在
25
名
。
五
つ
の
合
議
体
委
員
長
、
委
員
の
報
酬
で
、
条

例
で
定
め
た
金
額
を
支
払
っ
て
い
る
。
介
護
認
定
審
査
会
委

員
で
あ
る
。 平

成
24
年
度
決
算
審
査

町税（±0.0）
19億553万円

分担金及び負担金（+10.3）
1億5,026万円

その他（+4.0）
7,396万円

使用料及び手数料（－1.1）
9,012万円

財産収入（+9.1）
7,140万円

寄付金（－89.8）
406万円

繰入金（－19.3）
4億2,444万円

繰越金（－29.4）
4億8,356万円

諸収入（+3.4）
2億8,264万円

国庫支出金（+0.7）
6億7,922万円

地方交付税（+2.5）
42億6,053万円地方特例交付金（－86.2）

559万円

県支出金（－26.2）
13億4,212万円

町債（+113.3）
11億5,360万円

地方譲与税（－7.5）
1億2,924万円

地方消費税交付金（－1.8）
1億4,165万円

歳  入
111億9,797万円

歳  出
106億9,948万円

総務費（－31.3）
15億8,662万円

民生費
（+10.2）
22億8,081万円

議会費（－11.8）
1億1,667万円

衛生費
（+3.1）

10億8,096万円

農林水産業費（－15.2）
9億4,068万円

土木費（+15.0）
11億5,169万円

労働費（－40.5）
5,653万円

商工費（－12.8）
2億7,814万円

消防費（+11.3）
6億4,277万円

教育費
（+45.9）
12億4,581万円

公債費（+1.4）
13億1,876万円

〔数値について〕
※万単位で表示しているため端数が
　一致しない場合があります。
※（　）内は前年度比増減（％）

▲ 予算決算常任委員会▲ 除雪トラック
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9月定例会
9月5日木〜25日水

8月臨時議会
8月5日月

○
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

  

主
な
質
疑
事
項

問	

国
道
１
６
２
号
の
か
さ
上
げ
工
事
。
今
後
も
県
へ
要

望
し
て
ほ
し
い
。

答	

既
に
工
事
は
発
注
さ
れ
て
い
る
。
深
い
と
こ
ろ
で
50

㎝
上
げ
る
予
定
、
今
回
の
浸
水
で
1
ｍ
位
の
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
変
更
が
き
く
か
土
木
で
も
検
討
し
て
お

り
今
後
も
協
議
し
て
い
く
。

問	

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
。
教
育
委
員
会
が
現
地
視
察

し
た
の
か
。

答	

教
育
委
員
の
学
校
訪
問
時
、
非
常
に
暑
く
生
徒
・
児

童
が
苦
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
一
時
的
に
避
難
す
る

場
所
も
必
要
で
あ
り
、
中
学
校
で
は
勉
強
に
本
腰
を

い
れ
る
に
も
、
で
き
る
環
境
が
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

問	

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
。

答	

耐
震
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
学
校
に

つ
い
て
は
、
洋
式
ト
イ
レ
。
工
事
が
未
実
施
の
学
校

に
つ
い
て
は
、
和
式
ト
イ
レ
な
の
で
洋
式
ト
イ
レ
に

変
更
す
る
。

問	

水
道
事
業
会
計
で
資
本
的
支
出
の
補
正
額
。
何
か
指

示
が
あ
っ
た
の
か
。

答	

国
道
27
号
線
の
工
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
だ

け
。
国
交
省
が
若
狭
町
に(

場
所)

を
貸
し
て
い
る

と
の
立
場
で
、
町
は
非
常
に
弱
い
立
場
に
あ
り
国
交

省
の
本
体
工
事
が
延
び
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
若

狭
町
の
工
事
も
延
び
て
く
る
。

問	

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
何
軒
か
。

答	

公
表
し
て
い
る
の
は
11
軒
、
非
公
表
が
3
軒
か
ら
5

軒
あ
る
。

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
要
求
す
る
請
願
に
つ
い
て

は
、
全
員
に
よ
り
、
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
、
本
会
議

に
お
い
て
も
不
採
択
と
な
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◇地方交付税
◇国庫支出金
◇県支出金
◇分担金及び負担金
◇繰入金
◇繰越金
◇市町村債

6,090万円
9,166万円
2億738万円
6,194万円

2億円
3億186万円
△2,960万円

主な収入

総務費
地域の元気臨時交付金活用事業
※小中学校の空調整備工事、トイレ
　改修工事等

8,400万円

民生費
児童福祉審議会事業
※「子供・子育て支援制度」構築に
　向けたニーズ調査

276万円

農林水
産業費

6次産業化推進事業
※加工、販売に必要な施設、機械等
　の整備補助

企業的園芸参入支援事業
※企業的園芸を目指す施設整備等の
　補助

若狭梅街道線修繕事業
※改修工事

569万円

1億1,199万円

8,590万円

商工費 地域振興商品券事業
※わかさ東商工会への補助

406万円

土木費

道路新設改良全般事業
※県営道路改良工事の負担金

熊川宿バス停留所整備事業
※中ノ町のバス停整備

除雪対策事業
※今冬除雪委託と除雪ドーザーの
　更新

1,368万円

380万円

8,017万円

教育費
中学校教育振興事業
※中学生の全国大会、北信越大会
　出場費補助

87万円

一般会計　主な事業

会計区分 補正額 合計額 会計区分 補正額 合計額

国民健康保険 1,972万円 18億8,469万円 公共下水道 1,607万円 5億5,973万円

後期高齢者医療 13万円 1億6,844万円 町営住宅等 101万円 1億1,540万円

介 護 保 険 3億1,213万円 16億2,966万円 土地開発事業 130万円 1億8,033万円

簡易水道事業 1,944万円 2億8,841万円 直営診療所 838万円 9,683万円

農業集落排
水処理事業 800万円 4億490万円 企 業 会 計

水 道 事 業 1,200万円 2億5,824万円

平成25年度特別会計

一般会計9億237万円を増額補正

■請負契約締結2議案可決
⃝上瀬住宅団地（仮称）造成工事（1億3,020万円）
⃝上中体育館耐震改修工事（1億7,325万円）
○平成23年度道路整備事業遅れに伴う一般会計の繰越計算書報告

106億6,244万円合　計

議員賛否一覧

議員名

議案等名

採
決
月
日

渡
辺
英
朗

島
津
秀
樹

辻
岡
正
和

坂
本　

豊

今
井
富
雄

原
田
進
男

北
原
武
道

福
谷　

洋

武
田
敏
孝

小
堀
友
廣

清
水
利
一

大
塚
季
由

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

藤
本　

勲
平成24年度若狭町一般会計及び特
別会計歳入歳出決算の認定について 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成25年度若狭町土地開発事業特
別会計補正予算（第２号） 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―

TPP交渉から撤退を要求する請願
の不採択について 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議員名

議案等名

採
決
月
日

渡
辺
英
朗

島
津
秀
樹

辻
岡
正
和

坂
本　

豊

今
井
富
雄

原
田
進
男

北
原
武
道

福
谷　

洋

武
田
敏
孝

小
堀
友
廣

清
水
利
一

大
塚
季
由

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

藤
本　

勲
工事請負契約の締結について
（(仮称)上瀬住宅団地造成工事） 8/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ―

工事請負契約の締結について
（若狭町上中体育館耐震改修工事） 8/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議長は、採決に加わりません。　○賛成　×反対

9月25日に採決され全員賛成で可決された議案定例会
・平成24年度若狭町水道事業会計、若狭町工業用水道事業会計及び若狭町国民
健康保険上中病院事業会計決算の認定について
・平成25年度若狭町一般会計補正予算(第2号)
・平成25年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町直営診療所特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第1号）
・平成25度若狭町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町営住宅等特別会計補正予算（第1号）
・平成25年度若狭町水道事業会計補正予算（第1号）
・工事請負契約の締結について（多目的交流広場整備事業　多目的交流広場
（仮称）整備工事その1（北前川））

９
月
定
例
会

８
月
臨
時
議
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲ 上瀬住宅団地造成

▲ 多目的交流広場整備工事その1（北前川）

▲ 空き家工場を活用した屋上緑化専用コケ事
　 業会社（大鳥羽） ▲ 有害鳥獣処理加工施設（海土坂）

若狭町議会だより 第 34 号［4］［5］若狭町議会だより 第 34 号



一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

武
田

	

町
内
の
深
刻
な
若

者
の
状
況
は
。

政
策
推
進
課
長

	

昨
年
、
10

代
か
ら
40
代
の
若
者
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
町
内
に
約
70
名
の

不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
引
き
こ
も

り
の
状
況
が
あ
っ
た
。

武
田

	

深
刻
な
若
者
の
自

立
に
向
け
、
子
ど
も
・
若
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
に
、
就
労

体
験
の
場
が
出
来
な
い
か
。

町 

長

	

今
後
、若
者
が
一
般

松 

本

	

舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
と
並
行
す
る
Ｊ
Ｒ
小
浜
線

を
活
用
す
れ
ば
、
全
国
で
も
例

の
な
い
高
速
道
路
と
ロ
ー
カ

ル
線
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

観
光
が
実
現
で
き
る
。
平
成

26
年
度
に
開
通
予
定
の
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
「
三
方
五
湖
Ｐ

Ａ
」
に
付
設
予
定
で
あ
る
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
工
事
は

い
つ
着
工
の
予
定
か
。
ま
た
、

い
つ
、
供
用
開
始
な
の
か
。
更

に
、町
の
負
担
は
。

町 

長

	

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

整
備
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
施

設
と
の
連
結
許
可
を
受
け
、
現

在
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
と
、
施
工
区
間
や
事
業
費
の

負
担
等
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。
供
用
開
始
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
3
月
を
予
定

小
堀	

対
象
が
4
年
生
ま

で
と
な
っ
て
い
る
が
6
年
生

ま
で
受
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

町 

長	

5
・
6
年
生
に
つ

い
て
は
自
立
が
必
要
と
判
断

し
て
お
り
、
現
在
の
体
制
で

や
り
た
い
。

小
堀	

緊
急
時
の
受
け
入

れ
体
制
は
。

町 

長	

保
護
者
の
病
気
や

家
庭
環
境
の
急
激
な
変
化
な

ど
で
健
全
育
成
に
支
障
が
あ

れ
ば
受
け
入
れ
る
。

小
堀	
梅
の
里
保
育
園
入

所
希
望
者
が
多
い
。
こ
の
現

象
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

北
原	

傍
観
者
的
な
答
弁

だ
。
緊
急
対
策
と
し
て
、農
業

用
燃
油
・
漁
業
用
燃
油
に
補

助
金
を
交
付
し
て
は
ど
う
か
。

町 

長	

お
お
い
町
・
高
浜

町
が
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

今
は
様
子
を
見
て
い
る
。

北
原	

生
活
弱
者
の
暖
房

は
死
活
の
問
題
だ
。
灯
油
代

あ
る
い
は
電
気
使
用
料
に
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

町 

長	

平
成
19
年
度
に
、

灯
油
価
格
が
上
昇
し
、
全
国

的
に
低
所
得
者
に
対
し
て
灯

油
代
の
補
助
を
行
っ
た
。
本

町
も
実
施
し
た
。
現
在
、経
済

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
環
境
整
備
は

深
刻
な
若
者
の
自
立
に
向
け
、就
労
体
験
の
場
が
出

来
な
い
か

物
価
上
昇
、町
民
の
生
活
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か

町
内
保
育
所
で
民
営
化
で
き
な
い
か

就
労
に
向
け
、
労
働
の
体
験
や

訓
練
す
る
場
が
必
要
で
あ
り
、

ご
協
力
頂
け
る
企
業
の
在
宅

ワ
ー
ク
や
役
場
の
業
務
委
託

も
含
め
検
討
す
る
。

武
田

	

公
立
保
育
所
の
保

育
士
中
、
非
正
規
雇
用
の
割
合

が
５
２.

９
％
と
高
い
が
、
１

人
で
も
正
規
雇
用
さ
れ
る
よ

う
に
、
上
中
、
三
方
に
民
間
保

育
所
が
開
設
で
き
な
い
か
。

町 

長

	

公
立
の
良
さ
も
あ

る
が
、
今
後
保
育
所
の
民
営
化

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況

で
あ
る
。

武
田

	

小
学
校
6
年
生
、中

学
3
年
生
対
象
に
行
わ
れ
た
全

国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
発
表

さ
れ
、
福
井
県
は
全
て
の
教
科

で
全
国
3
位
以
内
で
あ
っ
た
。

若
狭
町
の
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
の
負
担

は
、
総
事
業
費
約
25
億
9
千
万

円
の
内
、
5
億
4
千
万
円

で
、
残
額
に
つ
い
て
は
、
日

本
高
速
道
路
保
有
債
務
返
済

機
構
が
18
億
4
千
万
円
、
中

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が

2
億
1
千
万
円
を
負
担
、
町
の

負
担
分
に
つ
い
て
は
、
国
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

充
当
、
実
質
、
約
2
億
2
千
万

円
程
度
の
負
担
と
な
る
。

松 

本

	

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

設
置
に
伴
い
、
国
道
１
６
２
号

等
の
道
路
拡
幅
の
計
画
が
あ

る
の
か
。

町 

長

	

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
へ

の
取
り
付
け
は
、
若
狭
梅
街
道

を
予
定
し
て
お
り
、
取
り
付
け

部
分
の
拡
幅
工
事
等
の
費
用

に
つ
い
て
、
現
在
、
県
や
国
に

財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

　

国
道
１
６
２
号
に
つ
い
て

も
、
若
狭
梅
街
道
と
の
交
差
点

改
良
や
は
す
川
橋
梁
の
改
修

に
つ
い
て
、
県
や
国
に
要
望
し

て
い
る
。

町 

長	

一
つ
目
と
し
て
、

福
祉
施
設
も
あ
り
広
々
と
し

た
環
境
と
園
舎
も
新
し
い
。

　

二
つ
目
、
設
定
保
育
を
望

ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
。

　

幼
児
期
に
身
に
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
好

奇
心
を
高
め
、
何
で
も
意
欲

的
に
取
り
く
む
意
欲
と
、
人

と
豊
か
な
関
係
が
築
け
る
社

会
性
を
持
つ
二
つ
が
あ
る
。

　

町
の
保
育
は
意
欲
を
育
む

た
め
に
、
環
境
と
の
関
わ
り

の
中
で
、自
分
で
考
え
、工
夫

す
る
創
造
的
な
遊
び
に
な
る

よ
う
子
供
の
主
体
性
を
重
視

し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
保
育

も
素
晴
し
い
保
育
で
あ
る
が
、

保
護
者
の
考
え
方
に
も
耳
を

傾
け
る
必
要
が
あ
る
。

小
堀	

町
内
保
育
所
で
民

営
化
で
き
な
い
か
。

町 

長	

民
営
化
に
向
け
て

は
、
私
と
し
て
は
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。
あ
る
地
域
か

動
向
を
見
守
っ
て
い
る
。

北
原	

嶺
南
6
市
町
首

長
に
よ
る
知
事
へ
の
要
望
書

『
原
子
力
発
電
所
警
護
の
た

め
の
陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
に

つ
い
て
』の
コ
ピ
ー
が
、町
長

か
ら
私
た
ち
議
員
に
配
布
さ

れ
た
。
こ
の
経
緯
を
説
明
し

て
ほ
し
い
。

町 

長	

東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
で
、
自
衛
隊
が
活

躍
し
た
。
い
っ
ぽ
う
朝
鮮
半

島
・
尖
閣
諸
島
な
ど
東
シ
ナ

海
周
辺
諸
国
の
動
向
は
非
常

に
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
、

原
発
に
対
す
る
テ
ロ
行
為
へ

の
危
機
を
感
じ
て
い
る
。
私

は
、3
月
、嶺
南
広
域
行
政
組

合
管
理
者
会
議
で
「
自
衛
隊

配
備
の
必
要
性
」
を
話
し
た
。

5
月
、
同
会
議
で
決
定
し
要

望
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、知
事
は
、防
衛
大
臣
に
、

教
育
長

  

若
狭
町
で
は
、

小
学
校
6
年
生
で
は
、
ど
の
教

科
と
も
ほ
ぼ
県
平
均
並
み
の

正
答
率
で
、
中
学
校
3
年
生
で

は
、
ど
の
教
科
と
も
県
平
均
を

上
回
る
正
答
率
で
あ
っ
た
。

武
田

	

平
成
25
年
度
若
狭

町
教
育
方
針
は
総
花
的
で
あ

る
が
、
教
育
長
と
し
て
ど
の
部

分
に
情
熱
を
傾
け
た
い
の
か
。

教
育
長

  

確
か
な
学
力
と

豊
か
な
心
を
育
み
、
次
代
を
担

う
地
域
の
子
供
達
を
地
域
で

し
っ
か
り
育
て
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
家
庭
の
教
育

力
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
事
が
大
切
だ
。
伝
統
文
化
の

保
存
継
承
な
ど
心
を
育
み
地

域
を
愛
す
る
活
動
、
そ
し
て
ハ

ス
プ
ロ
協
議
会
や
熊
川
の
ホ

タ
ル
生
息
研
究
会
な
ど
、
自
然

と
命
を
考
え
る
活
動
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
公
民
館
や

地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
を

通
じ
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め

た
い
。

松 

本

	

海
岸
に
は
、
正
体

不
明
の
産
業
廃
棄
物
等
、
多
く

の
漂
流
物
が
堆
積
し
て
い
る
。

町
は
、
こ
れ
ら
の
処
理
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
安
全
課
長

	

町
で
は
、

毎
年
7
海
岸
を
対
象
と
し
た

集
落
に
対
し
、
海
岸
清
掃
に
係

る
処
理
費
用
を
補
助
し
て
い

る
、
今
後
も
、
事
業
内
容
を
地

元
集
落
と
協
議
の
上
、
処
理
を

進
め
る
。

松 
本

	
三
十
三
地
区
の
国

道
27
号
沿
い
に
、
産
業
廃
棄
物

置
き
場
が
あ
る
が
、
実
態
を
ど

こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
の
か
。

環
境
安
全
課
長

	

業
者
の
方

は
廃
品
を
回
収
し
て
売
る
こ

と
を
営
業
目
的
と
し
て
お
り
、

敦
賀
警
察
署
で
許
可
を
受
け

て
い
る
。

　

許
可
を
受
け
る
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
資
格
を
有
し
て
お
り
、

許
可
を
受
け
て
の
廃
品
回
収
業

に
つ
い
て
は
、問
題
は
な
い
。

ら
や
り
た
い
と
の
要
請
が
あ

り
、
そ
の
方
向
で
検
討
中
で

あ
る
。

陸
上
・
海
上
自
衛
隊
部
隊
の

配
備
を
要
請
し
た
。

北
原	

原
子
力
発
電
規
制

基
準
で
は
、
テ
ロ
の
脅
威
と

し
て
「
意
図
的
な
航
空
機
落

下
」
を
想
定
し
て
い
る
が
、
自

衛
隊
に
よ
る
警
護
が
必
要
と

は
述
べ
て
い
な
い
。
自
衛
隊

が
い
る
の
は
、
か
え
っ
て
危

険
だ
。「
意
図
的
な
航
空
機
落

下
」の
警
護
に
は
役
立
た
な
い
。

　

た
だ
し
事
故
対
応
で
は
大

い
に
活
躍
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
つ
ま
り「
鉄
砲
で
は

な
く
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
た
部

隊
」が
必
要
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、今
津
の
饗
庭
野

演
習
場
で
行
わ
れ
る
日
米
共

同
訓
練
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
参

加
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
よ
く
落
下

事
故
を
起
こ
す
。
真
面
目
に

原
発
事
故
を
心
配
す
る
な
ら
、

テ
ロ
よ
り
オ
ス
プ
レ
イ
だ
。

オ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
て
の
合

同
演
習
は
、
中
止
を
求
め
る

べ
き
だ
。

町 

長	

９
月
６
日
、
防
衛

大
臣
は
「
安
全
性
に
つ
い
て

は
問
題
が
な
い
」
と
発
表
し

て
い
る
。

現
在
、施
工
区
間
や
事
業
費
の
負
担
等
の
協
議
中

  

町  

長
若
者
が
一
般
就
労
に
向
け
、

労
働
の
体
験
や
訓
練
す
る
場
が
必
要
で
あ
る

  

町  

長

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
物
価
上
昇
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
事
態

が
収
ま
り
、
住
民
生
活
が
安
定
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

  

町  

長

あ
る
地
域
か
ら
要
請
も
あ
り

そ
の
方
向
で
検
討
に
入
っ
て
い
る

  

町  

長

武田敏孝  議員

北 原 武 道  議員

松 本 孝 雄  議員

小 堀 信 昭  議員

雇
用
対
策
と

保
育
所
民
営
化
に
つ
い
て

教
育
に
対
す
る
情
熱
を
伺
う

（文責：質問者本人）

学
童
保
育
に
つ
い
て

保
育
に
つ
い
て

自
衛
隊
誘
致
問
題

▲ 梅の里保育園
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編

記
後
集

　

本
年
度
よ
り
私
た
ち

6
名
の
委
員
で
議
会
広

報
を
担
当
を
し
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
議

会
に
対
す
る
ご
意
見
等

を
お
聞
か
せ
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。（

清
水
利
一
）

【
広
報
編
集
委
員
】

委
員
長　

小
林　

和
弘

副
委
員
長　

小
堀　

信
昭

委　
　

員　

渡
辺　

英
朗

委　
　

員　

坂
本　
　

豊

委　
　

員　

北
原　

武
道

委　
　

員　

清
水　

利
一

　

7
月
26
日
に
『
女
性
の
会
の
つ
ど
い
』
を
開
催

し
ま
し
た
。『
つ
ど
い
』
は
、
会
員
が
集
落
・
地

域
を
越
え
て
ふ
れ
あ
い
語
り
合
う
研
修
会
で
あ

り
、
交
流
の
場
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
議
員
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
」
を
内
容
と
し
て
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
会
で
は
、
就
職
、
結
婚
、
教
育
、

福
祉
、
財
政
問
題
な
ど
多
面
に
わ
た
り
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
会
で
は
、
こ
の
意
見
交
換
会
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
町
へ
の
関
心
を
一
層
深
め
、
少
し
で

も
地
域
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
（
若
狭
町
女
性
の
会
）

　

今
回
の
台
風
18
号
に
よ
り
被

害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
議

会
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
開
会
中
の
た
め
、
ご
不

便
を
お
掛
け
し
た
事
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

行
政
と
も
最
大
限
連
携
し
、

一
刻
も
早
い
復
旧
に
全
力
を
挙

げ
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。（

議　

長
）

議会の動き

8月8〜9日　中央要望活動

8月27日　若狭町要望活動（福井県知事）

9月20日　災害現場視察（海士坂）

9月20日　災害現場視察（遊子土砂崩れ現場）

議会の傍聴に
来てみませんか

議会の窓

議
会

だ
よ

り
 第

3
4
号

　
発

行
／

若
狭

町
議

会
 広

報
特

別
委

員
会

　
〒

919
-1393　

福
井

県
三

方
上

中
郡

若
狭

町
中

央
1 -1　

T
E

L.0770
-45

-9117
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